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 当研究室の NMR 装置が使用不可能な状態であったため、蛋白質研究所の NMR 装置を利用させてもら

った。K48-linked di-ubiquitinと K63-linked di-ubiquitinを対象として、15N R1ρ relaxation dispersion測定のパ

ルスプログラムの調整、および、SOD1を対象として 15N R2 relaxation dispersion測定のパルスプログラム

の調整を行った。15N R1ρ relaxation dispersion測定では、論文発表されているパルスプログラムに基づいて

測定を行ったが、そのパルスプログラムの設計に問題あったため満足なデータを取得することができな

かった。15N R2 relaxation dispersion測定では、pseudo 3D測定をセットアップし期待する relaxation dispersion

カーブが得られた。また、選択的に 19F修飾した SOD1の 1D 19F測定を行ったが、感度が低すぎるため、

目的のシグナルを観測できなかった。 

現在は、当方の NMRが復帰したため問題なく測定できる環境となった。ただし、蛋白質研究所の高磁場

NMRの感度は魅力的であるため、今後も必要に応じて、超高磁場ＮＭＲ共同利用研究課題、の応募を検

討したい。 
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